研究会のお知らせ

（社）日本応用磁気学会　第9回化合物新磁性材料専門研究会

「超伝導物理の進展：銅酸化物の先に」

８０年代後半から９０年代にかけての銅酸化物高温超伝導体の爆発的な研究は，その発現機構については今だ議論されてはいるものの，全体としてその「ブーム」は過ぎ去ったように感じられます．その一方で，最近になって銅酸化物以外で興味深い超伝導体に関する報告（理論，実験）が相次いでなされています．喜ばしいことにその多くに日本人研究者が含まれています．今回の研究会ではその中から６人の先生に最新の研究内容をご講演いただきます．皆様お誘い合わせの上ご参加下さい．

日時：平成15年6月27日（金）　13:30 – 17:50
場所：早稲田大学理工学部62号館Ｗ棟中会議室 [〒169-8555 東京都新宿区大久保3-4-1 ]

参加費：無料

参加申込：当日受付にて

プログラム（敬称略）

13:30-13:35 「はじめに」

座長: 陰山 洋〈物性研〉

13:35-14:15  山内徹〈物性研〉「Na0.33V2O5における電荷秩序と圧力誘起超伝導」

14:15-14:55  室町英治〈物材機構〉「CoO2三角格子上における超伝導」

14:50-15:35  谷口弘三〈埼玉大〉「層状有機物質における超高静水圧下超伝導の観測」

　休憩

座長: 青木　勇二〈都立大〉

15:40-16:15  堀田貴嗣〈原研先端研〉「f-電子系の“高温”超伝導」

16:15-16:50  井澤公一〈物性研〉「熱伝導測定による異方的超伝導の対称性の決定」

16:50-17:25  池田浩章（京大理〉「反強磁性と共存する超伝導の理論」 

本研究会の最新情報は、http://go.to/newmag/、にてお知らせします。

詳細は下記までお問い合わせ下さい。

〒277-8581千葉県柏市柏の葉5-1-5東京大学物性研究所　陰山　洋

TEL 04-7136-3436; FAX 04-7136-3436; E-mail: kage@issp.u-tokyo.ac.jp

